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取他自包昌事事制部議

鵠

交
流

進

談
会
で

討
中

市
で
は
、
合
理
麓
ス
タ
i
ト
し
疋
錨
2
次
謹
一
本
計
聞
の
桔
か
で
「
罷
瞬
間
謎
減
、

璽
点
欝
撲
の
T
つ
立
母
震
位
同
υ、
一
市
民
主
体
の
園
糠
提
流
を
纏
め
る
こ
と
に
レ
て
い
法
す
。

で
、
異
体
的
な
謹
め
方
や
謹
議
体
制
の
あ
り
方
芯
ど
の
枝
と
な
る
国
際
化
撤
灘
謀
本
万
針
〈
識
〉
を

ま
と
め
、
現
在
、
我
孫
子
市
富
擦
受
流
等
推
進
懇
談
会
で
基
本
方
針
の
曜
立
は
開
け
捜
部
し
て
い
恕

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
芝
、
他
の
都
市
と
の
受
流
に
つ
い
て
も
来
年
度
中
立
謀
本
方
献
を
確

立
し
、
そ
む
後
、
候
情
借
地
な
ど
を
横
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。
舎
屈
は
、
菌
融
制
作
ω
推
進
基
本
方
針
(
嘉
)

の

内

容

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

む

日

付

金

窓

諜

H
H

来
年
度
、
(
仮
称
)
我
孫
子
市

国
擦
支
流
協
会
設
立
へ

カ何
十
々
増
加
。

グ
ル

i
ブ
で
は
、
外
国
人
へ
の
滑

報
提
供
や
語
学
講
座
、
パ

i
テ
ィ

i
な
ど
に
よ
る
交
流
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
市
民

を
主
体
と
し
た
冨
捺
交
流
を
進
め
、

行
政
と
一
一
体
と
な
っ
て
冨
際
化
に

今
後
は
、

竹
中
蹴
級
験
者
で
組
織
さ
れ

た
悶
際
交
流
等
推
進
路
談
会
令
、

悲
本
方
針
(
架
)
を
検
討
し
、
今
年

度
中
に
ま
と
め
ら
れ
る
主
で
す
。

基
本
方
針
(
業
)
に
は
、
地
域
に

根
ざ
し
た
国
際
交
流
を
展
開
し
て

い
く
た
め
、

6
つ
の
柱
を
設
{
疋
。
市

民
主
体
の
国
際
交
流
活
動
へ
の
支

援
や
額
際
佑
を
推
進
す
る
た
め
の

母
体
と
な
る
(
佼
称
)
設
孫
子
市
国

際
交
流
協
会
の
設
器
、
国
際
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
、
海
外
と
の
鍛
妹

都
市
総
務
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い

のめい
考
え
で
す
。

基
本
方
針
(
案
)
の

6
つ
の
柱
の

主
な
市
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

器
際
協
力
の

一
平
和
、
共
存
、
人
権
、
環
境
な
ど

の
問
凶
器
が
地
球
規
認
で
関
わ
れ
る

な
か
、
同
国
レ
ベ
ル
で
は
十
分
対
応

で
き
な
い
仰
細
か
な
分
野
に
つ
い

て
、
地
域
か
ら
函
館
協
力
へ
の
賞

離
を
栄
た
し
ま
す
。

外
国
人
も
住
み

ち
づ
く
り
の

市
民
主
体
の

受
流
の
樟
盤
町

よ
う
な
支
般
体
制
づ
く
り
や
市
民

と
行
政
と
一
体
と
な
っ
た
推
進
母

体
の
設
立
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

の
確
立
な
ど
、
国
際
化
を
推
進
す

る
た
め
の
体
制
整
備
を
図
り
ま
す
。

市
民
の
国
際
性

環
境
づ
く
り
の

け
入
札
環
境
の
艶
備
、

の
機
外
旅
泣
研
俸
の
制
産
化
な
ど
、

国
陪
性
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

サ
イ
ン
の

機
会
の
椛
供
を
し
て
い

ま
た
、
悲
住
外
慰
人
の
意
見
や

ニ
!
ズ
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
の
参
加
機
会
の
確
立
を
醤
っ
て

い
き
ま
す
。

行
政
の
国
際
化

市
の
会
部
局
が
悶
際
化
と
い
う

つ

額履繍纏

穐憧議

一総流

2
月
幻
出
〈
土
〉
、
お
日
〈
臼

γ
市
民
会
館

し
て
い
ま
す
。
設
又
の
ブ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
棋
の
び
こ
関
際

交
流
ま
つ
り
究
」
を
毘
催
し
ま

す。
ご
家
絞
お
そ
ろ
い
で
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
の

。
ユ
ニ
セ
フ
写
糞
融
制

V
タ
イ
争
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・

4

ナ
ル
ド
レ
ン
(
開
発
途
上
回
で

め
の
川
別
総
線
川
怖
に
つ
い
て

は
、
一
平
成
2
年
度
に
国
際
交
流
抜
一

念
を
設
怒
。
今
後
は
行
政
だ
け
で

な
く
民
間
資
念
を
活
用
す
る
な
ど

基
金
の
拡
充
を
留
り
ま
す
。

V
展
示
点
数

叩
点
(
入
場
無
料
)

。
ユ
ニ
セ
フ
映
画

V
日
時

2
月

幻

日

午

前

日

時
、
午
後
1
時、

3
時
の

3
図
上
映

〈
入
場
鰍
料
)

V
タ
イ
ト
ル
「
私
過
を
お
れ
な

い
で
¥
「
リ
ア
ム
の
ナ
む
村
い

。
サ
ン
タ
場
ニ
カ
劇
間
〈
諮
問
糊
都
〉

シ
ン
デ
レ

サ

ン

タ

モ

一

一

の

識
し
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。
日

本
語
を
ま
じ
え
た
ユ

i
モ
ア
あ

ふ
れ
る
セ
リ
フ
や
揚
気
な
歌
で

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま

す。V
日
時

2
月
幻
自
(
日
)
午
前

日
時
か
ら
庇
午
(
会
柳
川

V
入
場
料

7
0
0円

V
入
場
券
発
売
所

り
日

v
a碍

2
月
お
け
ね

1
持
泊
分
(
ん
燃
料
・

V
一ア

i
マ

対1え対ゑ色用

フ

械イ史のょι公土え
い‘パぷ下

サンタモニカ劇団(米国〉

のゆかいな「シンデレラ」

明
}
の
広
報
紙
は
再
生
一
款
を
銭
用
し
て
い
ま
す



(2) 

柏
税月

17 

く

2 

1992. 2. 

し

日
か

い
よ
い
よ
確
定
豊
口
の
持
一
ぎ
な
り
ま
し
定
。
税
金
は
、
柱
4
2
づ

く
り
の
基
礎
と
な
る
大
窃
な
摺
漂
で
す
。
正
し
い
申
告
と
納
税
を

お
願
い
し
ま
す
。
窃
告
は
、

2
月
打

UB(湾
)
か
ら

3
月
刊
山
白
(
月
)
ま

で
柏
税
務
署
怠
ど
(
申
告
カ
レ
ン
ダ

i
磐
線
〉
で
受
け
棺
け
ま
す
。

期
限
間
際
は
窓
口
ガ
大
変
蔑
雑
し
ま
す
の
で
、
務
事
め
に
済
ま
せ

て
く
万
さ
い
。
日
付
州
知
税
務
審
器
(
報

)
2
3
2
4
H
H

パ
ス
路

ヘ
椛
孫
事
駅

i
J

f

…
…
…
井
問
地
問
}

今
日
か
ら
7
月
別
日
ま
で

第822号

盤圏(新)パス路線r我孫子駅~三井回地続J

Eヨ(J目〉パス路線F我孫子駅~三井回会車線」

(あi)にれ並木通り経由)

③悼止f本留所

長号変更停留所

の

へ
続
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

持
定
取
告
は
、
自
分
で
年
闘
の

所
得
金
額
と
そ
れ
に
対
山
め
す
る
所

得
税
の
額
を
計
算
し
、
納
付
す
る

た
め
の
手
続
き
で
す
。

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
あ
と

申
告
が
過
少
で
あ
っ
た
り
、
期
限

内
に
申
告
と
納
付
が
な
い
場
合
に

は
、
加
算
税
や
総
滞
税
が
賦
課
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
日

し

3
お
知

y
bせ

沼
、

第
却

の
パ
ス
連
行

総
路
(
符
綴
一
昨
)
が
一
部
変
…
史
に

な
り
ま
す
。

パ
ス
科
沼
の
皆
さ
ん
に
は
ご

不
短
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
額
い
し
ま
す
。

マ
変
更
期
間
同

2
月
1
8
(
土
)

か
ら

7
月
お
口
M

(

金
)
ま
で

wv
問
い
合
わ
せ
下
水

務
係
官
(
お
〉

1
1
1
1

ら

月
3 

日

ど

げ
付

確

定

申

告

の

必

要

な

人

ω事
業
所
得
や
不
動
産
駒
得
な
ど

が
あ
る
人
で
、
次
の
科
式
明
、
税
額

の
あ
る
人

〈
制
印
税
総
所
得
金
額
十
分
離
競

税
の
線
税
所
得
金
鰍
)

∞
給
与
収
入
食
鰍

収
)
が

1
5
0
0
万
円
を
越
え

る
人

@
給
与
以
外
の
所
得
が
部
万
円

を
超
え
る
人

φ
給
与
が

2
か
所
以
上
か
ら
支

給
さ
れ
た
人
、
ま
た
従
と
な
る

給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得

以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
却
万

円
を
組
え
る
人

出
向
旅
会
社
の
役
間
以
で
、

人
か
ら
貸
付
金
利
子
、

い
る
人

そ
の
法

署ま多移tキ自

ま
でげ

人初
予
定
納
税
額
の
あ
る
人

総
譲
渡
所
得
の
あ
る
人

平
成

3
年
中
に
土
地
(
借
地
権

を
含
む
)
や
縫
物
な
ど
の
不
動
産
、

ブ

ル

ゥ

め
譲
渡
所
得
と
し
て
「
分
離
課
税

関
川
」
の
所
得
税
め
磯
定
申
告
惑
を

使
っ
て
、
給
与
、
営
業
、
不
動
擦
な

ど
の
勉
め
一
納
得
と
一
絡
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い

ω

マ
イ
ホ
ー
ム
を
売
っ
た
場
合
の

3
0
0
0
万
円
の
特
別
控
擦
な
ど

譲
渡
所
得
の
各
様
特
例
辻
、
税
金

の
か
か
ら
な
い
場
合
で
も
申
告
が

必
嬰
と
な
り
ま
す
。

窃
ゴ
ル

師、

2/17-3/16 

午lr.i9:00-12:号。
午後1:00-ヰ:号0
ilこ時けは IE'Iまとう

会官ぷ:，..
:z:;: 畏市

;高月北:l:t主区:

公英諮

漣奉場;まる号ません}

2/24~25 

'f'ド言語:00-12治専
守二fを1:合設~ヰ:0守

つく し 野

コミュニティ

ホー ル

2/26-27 

午前9:00-12:00
午後1:紛-4:00 

砂申告は土曜日後避け平日に
ゴ二昭防(努~ 2・4土:似日はイ木み)t立大変混雑します。

手客ち殺いて相談で~なかったり f支持問お待たせする場合がありますの
で、ごとH者18のの僚はなるべく滋け、平日に申告してくださるようお綴い

します。

少申告に必擦なもの
所得税、i1nl終筏秘め総務には、次のものが必要です。

車 IOIJ室致 事総長之徴収どだ *J双人のわかるi綬襲撃業主 宰必嬰経?をのわかるi綬

簿類と領収合努 事所得から涼しき!かれる鐙徐夜号Ii誉 本生命保険の支

援、統nJH努 事総氏支~波保険・綴災年金グ)3だきま、綴のわかるもの

少申告欝誌税務署から逸られた用紙を
税務!iきから滋られたので;*i:~}や約十fおには、事務経連上必要な事桜が出

泌されています。議}~総じて別め湾紙を使う場合i立、印.¥jl!Jされている築
工震を漏れなく殺さ ω写してくだ~い。

機定命令21干の用紙i:!{送付されない方で申告が必要な方i立、税務署号、市

役所〈支所も会主f) に備えである用紙で期限内に申告を済ませてくだ~い。

惨申告轄の搬出は

市民会館と出銭会場では、オミに市県民税の申告、還付申告などのごく

簡易な取告を受け付けます。

所得税の機定ゆ僚やゴニ土哉、怨物苦手の売却による譲渡所得、営業、不動

派所得などの巾傍';l:;fU税務、おまたは出限相談(申告カレンダー参照)等で

お原氏し、します。

は
、
総
合
却
税
の
諜
渡
所
得
と
し

て
「
一
般
用
」
の
所
得
税
の
碍
定
申

告
容
を
使
っ
て
、
他
の
所
得
と
一

緒
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

舎
が
提
出
さ
れ
て
い
る
入
は
、
的

告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
所
得
税
と
異
な
り
、
給

与
所
得
者
で
給
与
所
持
以
外
の
所

得
が
お
万
m
円
以
下
め
人
で
も
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

他
品
以
帯
め
入
に
扶
議
に
な
づ
て

い

る

入

、

化

什

i胡北台

市民センター

(WJ北台文所主)

3/5-6 

'!"lilJ9:0u-12:(I() 
'H!U:OO-4:00 

会主

布 佐南

近隣センター

.o. 
:z:;: 畏子行

2124-25・3/2

'1刊誌9:3日-12治合
'1寸走1:00-3:3ち

2126-28・3/2

'f"'IFI9:30-12:1)む
午後三00-3:30 

3/2-3 

'r'IF/9:紛 -12:柱。
'1'1を1:日時~ ヰ:00

量産 H普IW‘!l'l2・4:1-.主義行法必然みて・す。

議E立H<li{'N主総務手守で 1:，どの IIWJ:J.JiIj.以後でも受It{>t(すています。

主竪謂;マえ~<l i 子J予?の送手J'金受けているお;之、送付された:守主誌を持参してくだ'さいι

r21世紀に向けて

の日本経済」

A
Q

一
A

‘r::!::I 
〉員議済経

まま(46)2321
まま(85)1111

8 G)OCDO 
砂所f等税・贈年税一+椙税務箸〈下国〉

~m 県民続一+市課税課

窃
溶
か
ら
の
お
願
い

需
の
各
支
所
へ
の
問

い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
ま
た
ニ
セ
税
理

士
、
ニ
セ
税
務
署
員
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

2
R
n
n
E
(
木
)

市
民
会
舘
で

我
が
開
閉
め
経
済
路
市
内
は
、
バ
ブ

ル
経
済
の
崩
壊
な
ど
行
先
き
に
不

透
明
判
綴
が
探
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
衛
工
業
後
は
じ
め
市

毘
の
符
笈
ん

講師:都留照入氏
{主主持ジャーナリスト〉



第822警

1z 
ン
タ

i
で

設 j鵠
〈北
87..---.ム、日"'':+1時広1

1 ~明 1
北

1mの
3主12
， ..... ，の
内 16
ィ;を
きか
2 
分

一，酬剛冊

、ロZ

午
前
9
時
日
分
か

V
内
容
事
時
ミ
ヮ
M
m
写
「
同
り
と
予

の
き
ず
な
」
本
お
ち
ゃ
ん
の
お
成

凡
め
入
れ
方
(
佐
官
営
)
本
そ
の
他

(1)-a 
V
時
間
午
前
9
時
お
分
か
ら
ロ

時
却
分
(
第
3
山
内
は
午
後
Z
持
か

る
り

3
時
)

V
持
参
母
子
健
康
子
緩
と
筆
記

用
具
は
毎
題
。
議
1
認
は
パ
ス
タ

オ
ル
1
枚
。
第
4
M
凶
は
さ
ら
し
お

1
5
0
側
校
、
糸
、
針
、
ハ
サ
ミ
¥

?
チ
針
を
持
参
し
て
く
だ
勾
ぜ
い
ω

2. 1 

続

(3) 1992. 

砂診療襲警照

惨持参するもの

育

児

棺

談

身
体
許
制
側
、
赤
ち
ゃ
ん
体
峰
、
栄

接
持
談
、
品
開
科
相
談
な
ど
脊
児
に

つ
い
て
の
織
か
い
拙
相
談
合
行
っ
て

塁走

89-1111 

118 

84-4133 

82一号007

82-8166 

84-7321 

伶
〆
M

m

《

h
v

o号
町
民
》

A

U

m

1ム

内
ペ
パ
V

叩

口

内

V

一，一一

ZJV

一つ
w

nc
一
の
品

霊窓

アピコ外科毅形外科総裁

滋づ、 '1忍科滋詰

関

我孫子 液 李11 "内務

γク

我孫子東邦病綴

際

窓際名

;J¥I}スティッ 7;Rf合ク IJ

手お

手ヰ

、z
'時仁

子句

書考

季2

，~ 意文

王子

桜田

9 8 

自

2 Eま

瞳豊富
覇

知
料
品
ザ
〈
3
i
6
か
バ
剤
、
9
i
日

!A 

:'17.1.ぷ3.ijqOJ! '1'. 

。-61:);; 

(相l絞めんる)iJ

UlU匁1がL、きます〉

議紋安付時間

(その他I;f0J主のみる1;)

9・15"-9:45

(if主:'1'，見)

9:45-10:30 

実施日

2 YJ 4 bl(刈|

一
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
腹
痛

一
お
よ
び
判
定
B
C
G

生
後
4
か
月
か
ら
4
議
未
満
の

子
ど
も
で
1
皮
も
B
C
G披
脱
会

88-0934 

麟艦購麟鱒機関

E醒盟諸盟醐

84…2211 

82…8002 

続内

我孫子 つ く し 野 病 院

松 院際

平等

ム、".
浅主

藤

'
V仇
V

，*
A
1
 

1A 
168 

23日

保
健
セ
ン
タ
i
で
は
、
3
月
中

匂
に
出
向
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

検
訟
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
治
療
中
ま
た
は
、
医

療
機
関
で
検
査
を
受
け
て
い
る
方

は
、
ご
迷
滋
く
だ
さ
い
o

v
対
象
市
内
利
伐
の

ω段
以
上

の
方
(
述
名
め
の
込
も
で
き
ま
す
)

V
織
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
下
記
の

V
持
参

4

『
ツ
京
都
よ
校
総
{
応
部

0
9日
韓

ツ
ベ
ル
タ
ワ
ン
反
応

総

出

品

B
C
G

2
月
刊
ω
口
H

(

火

2
H
月
刀
打
H

〈本〉

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
主
治

涯
に
栂
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

t
灘
6
か
汚
跨
鍵
嬢
お
蓋

ー
議
半
の
額
は
、
廿
梅
本
的
な
生

活
習
舗
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
も
う
1
皮
ほ
税
、
父
毅

の
役
舗
を
み
つ
め
な
わ
泊
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

V
持
参
母
子
健
議
手
緩
、

漁
ブ
ラ
シ
(
大
人
潟
、

ぃ
。
災
絡
絞
殺
機
州
側

は
恥
「
保
縫
セ
ン
タ
i
の
ご
議
内
」

を
ご
蕊
く
だ
祭
い
。

な
れ
判
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
め
予
防

接
騒
を
4
抑
留
認
す
る
い
々
は
民
総
に
ご

棺
説
く
だ
さ
い
。

V
持
参
母
子
鎗
康
子
様
と
印
鑑

V
費
用
就
学
部
ま
で
無
料

一
問
中
墳
を
記
入
し
、
2
月
訪
日
、

(
土
・
消
印
有
効
)
ま
で
に
湖
北

台
1
の
ロ
の
日
保
健
セ
ン
タ
i

E
(
肝
)
1
1
3
1
へ

4
ハ
ガ
キ
(
謀
面
)
記
入
要
項

-
住
所

・
氏
名
・
年
齢

.
生
年
月
日

i
i
 

官
明
。

a

電
話
楼
号

d
唱

4
2
2

蹴
6
か
月
児
健
鰻
骸
畿
日
穏

英語
13 

!f1寸
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対
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語能
れ 16 れ l
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小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

ハ
ポ
リ
オ
〉
投
与

V
対
象
生
徒
6
か
月
か
ら
4
蹴

米
満
で
、
ポ
リ
オ
投
与
を
2
皮
済

ま
せ
て
い
な
い
乳
幼
児
(
1
回
目

と
2
由
自
の
間
隠
は
6
週
間
以
上

あ
げ
る
こ
と
)
。
対
象
児
に
は
通
知

し
ま
す
。

va時
2
月
4
日
(
火
)
、
初
日
(
本
)

午
後
Z
持
部
分
か
ら
2
時
加
分

V
持
参
母
子
健
燦
手
帳
、
問
診

表※
発
熱
等
心
配
な
と
き
は
、

監
に
佃
制
裁
の
後
お
い

態
織
機
鴎
明
-ah

べ
て
血
圧
を
上
げ
る
原
因
に
な
り
は
約
1
ミ
リ
水
銀
枝
増
加
す
る
と
ジ
ュ
i
ス
、
コ
i
ラ
績
な
ど
一

…

鍵

康

メ

モ

@

ま

す

。

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

産

主

く

も

、

で

き

れ

ば

、

新

鮮

な

義

二

。
太
り
す
ぎ
は
大
敵
肥
満
ぎ
み
の
(
自
分
の
体
重
が
身
し
て
(
リ
ン
ゴ
、
絡
な
ど
を
1
一

一

O
高
血
在
に
な
り
や
す
い
環
境
家
族
に
高
血
圧
症
の
人
が
い
る
長
引
く
1
0
0
の
標
準
体
主
よ
り
俗
)
の
生
食
が
よ
い
。
ま
た
、
天
…

一
現
在
の
わ
が
回
酬
の
生
活
は
巡
i
な
ど
培
法
議
問
を
も
っ
た
人
に
多
い
)
人
は
ま
ず
減
討
を
し
な
け
子
句
、
ブ
ラ
イ
や
掲
げ
物
な
ど
…

一
動
誌
に
比
べ
て
カ
ロ
リ
!
の
摂
巡
動
不
足
と
カ
ロ
リ
!
(
糖
質
、
脂
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
1
か
月
で
i
は
如
何
肪
分
と
し
て
お
カ
ロ
リ
i
…

一
地
が
多
く
、
さ
ら
に
食
生
活
が
訪
)
約
一
敬
過
剰
が
加
わ
る
と
、
肥
満
i
2
同
の
ゆ
る
や
か
な
減
討
を
け
い
摂
取
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
…

…

ぜ

い

た

く

に

な

っ

た

こ

と

か

ら

で

食

塩

は

1

8

ぬ
g
以
下
と
む
…

一

脂

肪

の

摂

取

も

議

員

、

之

、

韓

覇

韓

蹴

鰐

品

静

轄

岬

誠

関

誌

韓

る

さ

っ

主

義

ま

ま

三

一
ど
う
し
て
も
肥
満
に
な
り
や
す
罷
鰭
楠
髄
舗
網
脚
伊
九
覇
制
離
種
酎
悔
冊
劉
勤
講
欝
践
の
政
務
円
九
努
め
ま
し
ょ
う
。
一

醐
鰯
幽
寂
騨
輔
轟
畿
綴
議
関
幾
綴
離
離
脱
機
錦
附
幽
，
綴
曜
際
勝
除
措
桝
職
鴨
同
職
震
蛸
脚

…

く

な

っ

て

い

ま

す

。

鴻

動

不

以

北

解

州

出

は

ま

ず

歩

く

…

一
一
方
、
繊
細
川
一
の
熊
取
な
平
交
傾
向
、
特
に
絞
畑
山
に
紛
悲
ろ
く
機
と
し
ま
し
ょ
う
。
こ
と
か
ら
(
万
歩
計
で
I
R
8
一

…
成
食
品
な
ど
の
保
存
食
が
多
い

J
棋
戦
内
抑
制
紛
撚
m
引
い
が
起
こ
り
地
食
、
彼
食
、
制
食
は
、
い
ず
札
0
0
0
少
以
上
)
始
め
ま
し
ょ
一

…
だ
め
、
ミ
ネ
ラ
ル
で
は
ナ
ト
リ
渓
て
す
ら
と
氏
液
中
の
ブ
ド
ウ
も
肥
川
仰
の
以
附
と
な
り
波
小
ヲ
ω

ぅ
。
太
っ
て
い
る
人
の
1
只
の
一

…
ウ
ム
が
地
利
円
い
な
り
、
以
一
対
に
艇
が
う
ま
く
ふ
ネ
ル
N
e
g
g
-
-
心
税
わ
糖
質
(
ス
ナ
ヴ
ク
知
、
せ
ん
べ
総
務
数
は
太
っ
て
い
な
い
人
の
一

…
カ
リ
ウ
ム
ギ
ル
シ
ウ
ム
、
サ
グ
ら
ず
、
問
何
時
に
イ
ン
ス
リ
ン
忠
治
い
、
め
ん
刻
、
も
ち
、
ヶ

l
、
品
、
な
ど
)
約
ネ
分
紋
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
む
…

…
ネ
シ
ウ
ム
は
不
足
が
ち
に
な
り
機
内
い
な
る
た
め
に
胤
一
は
が
よ
持
し
の
渦
剰
間
取
は
、
体
内
で
は
間

M

V
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
民
…

…
談
、
て
こ
う
し
た
食
待
一
一
間
一
叫
ナ
ま
す
。
体
滋
ー
は
め
増
加
で
、
胤
践
と
し
て
賢
官
れ
ま
す
。
脳
会
合
(
部
)
5
6
2
5
…

r'A1e?''A:'a.‘-44・64・oee，‘，も争ee‘.4a，A，毛舎も争き争色，a，.，争-48+s・4-9・・4:‘:‘:a'eι:‘，‘，+‘

.0.‘‘4:414，‘4:&:4:4:ι:・，‘a，‘，a;4守金守&守争きもき?争、今、，.?と

V
持
時
間
午
後
1
持
部
分
か
ら
3

時
吋
(
受
付
・
1
時
か
ら
工
時
部
分
)

V
熔
し
込
み
電
話
ま
た
は
夜
接

お
い
で
く
だ
さ
い
。

開
己
り
腰
痛
教
室

山
崎
こ
り
や
鱗
痛
で
悩
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
悶
M

は
倒
泌

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

4
司
蘭
こ
り
・
麓
搭
載
室
白
謹

し、

翼調

ぶしいl'輸のみがきブfとiおそうのうろうの子防
JI!ょこり}/宣告riH与の体総

2 R 4 [f I身近な似ん民法(綴)
(火!i*iJi¥ (派|呼吸、体を i政jかす抜本)

丙開

令ヨ「

ンスをとるために

内な主13 

絞
山
一
吋
出
ル
お
よ
び
挨
掛
幅
制
期
間

一
一
一
種
混
合

鳴
再
開
日
せ
き
J

一
ジ
フ
テ
リ
ア
一

戸

破

傷

風

」

ー
殺
の
誕
生
白
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼
児
。

な
お
、

l
m刑
は
ゆ
一
後
刊
か
月
ま
で
に
3
j
8
巡
の

防
総
で

3
回
核
抑
制
、

2
期
は

l
期
終
了
後
、
は
か
月

か
ら
刊
ゆ
か
月
の
悶
に

l
関
接
被
a
(
8
月
を
徐
〈
字

削
間
)

鑓

農

相

談

B
領
鍵
惑
に
不
安
を
持
っ
て
い

る
方
を
対
象
に
、
山
時
鐙
婦
が
健
康

相
談
を
行
い
ま
す
。

V
R時

2
月
7
u
u
(
金
)
午
前
9

件
付
お
分
か
ら
立
体
付
加
ω
分

V
場
所
市
役
所
1
階
市
民
課
前

月
間
同
。
冬
織
の
政
識
不
足
解
溶
の

た
め
、
次
の
と
お
り
絞
山
総
合
符
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
税
磁
的
な

ご
協
力
を
お
額
い
し
ま
す
。

V
日
時
2
月
四
日
(
水
)
午
前
Q
d

時
泊
分
か
ら
午
後
3
時
お
分
(
正

午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
は
休
憩
)

V
場
所
市
役
所
正
面
玄
附
間
前

vm問
い
合
わ
せ
淳
生
諜

原
爆
被
爆
者
一
世

健

康

診

断

のV
対
象
両
親
ま
た
は
両
親
の
ど

ち
ら
か
が
原
爆
被
爆
者
で
受
訟
を

希
望
さ
れ
る
方

V
期
間
2
月
初
日
1
3
月
刊
日

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
2

月
訪
れ
れ
(
土
)
ま
で
に
郵
送
で
位
以

診
断
希
頭
、
住
所
、
氏
名
、
也
前
採

号
、
生
一
年
月
門
口
、
被
爆
者
で
あ
る
州

親
の
い
ず
れ
か
の
氏
名
を
明
記

し
、
一
γ
2
6
0
i
引
チ
強
市
市
場

町
ー
の
1
4
ナ
議
削
除
補
生
部
保
健
子

防
総
岱
0
4
7
2
2
6
0
8

J¥、

ム
楠
傑
健
所
か
ら

mq~γ
口

3
識
児
健
康
齢
斑

V
対
象
昭
和
部
年
日
月
生
ま
れ

(
通
知
が
い
さ
ま
す
)

v
a碍
2
河
口
日
(
月
)
受
付
午

後
1
時
日
分
か
ら
2
時
四
分

V
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

V
持
参
母
子
健
康
予
報
、
拘
ブ

ラ
シ
、
尿

V
対
象
盤
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
四
歳
米
掘
の
乳
幼
児
と
児
米
一

V
日
時

2
丹
幻
臼
(
木
)
午
後
1

時
か
ら
2
時
(
柏
保
健
所
)

V
内
容
的
問
形
外
科
室
に
よ
る
訟

蝦
・
指
導
、
保
鍵
婦
に
よ
る
相
談

V
持
参
母
子
健
謀
予
帳
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2月s日(日)午前日時
市民会館(入場無料)

倉R
e冨‘

は

開
の
学
問
成
融
市
や
ク
ラ
ブ
治
動
の

成
悶
択
を
発
表
す
る
大
学
祭
を
間
関
壊

し
ま
す
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
楽
し
い

歌
や
踊
り
の
発
表
会
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

1992. 2. 

月

働
τr 

窓
拭
け
ば
春
の
光
り
の
す
ぐ
そ
こ
記
長
谷
川
川
敬
子

徐
装
工
天
候
さ
だ
め
冬
の
摂
毛
泉
設
久
子

凍
て
土
を
は
が
し
て
遺
跡
壌
り
に
け
り
野
口
こ
う

込
を
病
む
母
ぐ
ち
一
つ
寒
の
選
石
川
照
子

総
務
の
証
券
街
に
寒
タ
B

公

手

孝

繍

胤
の
群
れ
天
ま
で
と
ど
く
向
き
わ
ね
な
じ
関
口
線
江

よ
べ
降
り
し
み
ぞ
れ
と
ど
め
て
珠
の
れ
ん久

線
開
山
泰
枝

松
漆

続
減

2 

文

染谷果径選

v
a時
2
月
9
日
(
臼
)

午
前
日
時
か
ら
午
後
4
持

V
場
所
市
民
会
館
(
入

場
無
料
)

V
内

容

コ

i
ラ
ス
、
邸
内

錦
、
枇
交
ダ
ン

構句

織
し
さ
を
子
ど
も
ど
、
っ
し

が
一
絡
に
味
わ
え
る
と
い

ら
し
い
も
の

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーで寸。

締坊は毎月日行(必殺人ハアゲキで l人 1作に限

ります。

応募先我孫子1858市役所広報広聡談

じ
ゅ

初
開
帳
問
内
閣
の
人
と
援
び
履
て
念
締
め
心
議
ふ
ひ
と

後
四
山
ま
さ

M
m
w
帥
交
は
し
久
々
に
会
ふ
息
子
ら
の
映
画
め
誌
に
心

は

な

や

ぐ

奥

野

ニ

一

一

一

本
土
寺
の
庫
叩
慌
の
中
鹿
紅
葉
換
、
ぇ
下
校
を
流
る
る
せ

せ

ら

ぎ

の

音

公

子

孝

一

例

小
者
臼
を
小
公
閣
の
こ
は
れ
た
る
馬
に
ま
た
が
り
孫

は

遊

び

ぬ

三

谷

和

夫

炊
き
上
げ
し
黒
豆
に
赤
き
く
ち
な
し
の
突
を
ば
鍛
り

て

除

夜

の

鈍

聞

く

小

出

礼

子

む
き
か
な
戦
後
生
ま
れ
の
知
事
誕
生
第
ニ
の
ふ
る
さ

と

え

佐

に

準

あ

れ

畷

役

一

野
に
出
で
で
身
会
刺
す
胤
も
例
ん
の
そ
の
七
日
制
約
紋

同
け

H-ν
問
問
犯
滞

m
o
-
-
oま
た

は
、
野
県
総
合
相
続
セ
ン
タ
ー
岱

0
4
7
2
(
訂

)
9
1
1
0
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ

うた‘
刀、
山

時
叫
〈
似
山
〉

f
?
T
O

怨
〈
m
w〉

3
0
5
5

怨

{
m
m〉

?3T496

8
〈

m
w〉

0
9
0
9

t

u

v

z

h

v

 

創
出
・
麻
薬
等
の
築
物
は
、
続
伯
仲
や
肉

体
を
出
回
総
で
き
な
い
状
態
に
す
る

薬
理
搾
用
が
あ
り
、
乱
用
滑
を
続
け

@
滋
%
台
分
鵠

修
一
伶
佼
分
館

@
移
動
題
懇
鑓

地

-
2
月
日
日
{
水
)
、
幻
門
口

布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

V
時

間

午

後

3
時
加
分
か
ら
4

土
す

一
宮
怠
包
せ
一

図
書
館
は
資
料
強
理
の
た
め
次

め
と
お
り
休
館
い
た
し
ま
す
。

む
・
本
摺

2
月
四
日
(
日
)
か
ら

m
十品、，タ

一一、担

楽
し
く
学
ん
だ
成
果
を
発

表

我
孫
子
瞥
察
署

(1)-

13.... 11 (Q)i--=つ
ノレ)作油滋 i云子
(本品絵北 i十三:
F 安r. 11 台 1-1
~1行作 分 i笠十
高二ミ者 舘 !Z

(務{炉、 ;γ
F 些し 2Z ;フ
ゴ三二号器 1 
諜潟 、原 γ 
出 北 ラ

内主重き」二ホ F 一ι一

日
(
+
ム
)
ま
で

。
海
北
会
・
布
億
分
鏡
、
移
動
詔
書

舘
そ
よ
か
ぜ
号

3
月
1
5
(
呂
)

か
ら
い
H
B
(ネ
)
ま
で

本
開
館
山
γ
も
総
授
の
返
却
は
受
け

付
け
ま
す
が
C
0
・
カ
セ
ッ
ト
の

巡
却
は
ご
迫
感
く
だ
さ
い
。

叩一一一一 叫山尚開門司ムム…ーふ4日向…ω同時…i込山崎胤抽州向即時同町一おお庁一一噌._-μ

6号

山支ド究:::/I:i議

て
昭
和
的
年
5
n
に
結
成
。
戦

全
力
投
球
で
レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で

い
る
。
防
本
の
開
小
学
的
移
り
後
わ

り
や
コ
灼
に
い
取
り
入
れ
悦
紺
だ
っ

コ
ー
ラ

号5よ措督署t(匙よ)21事錨臨韓(35)

援歌

rつ

土

ど
ま
'つエムー ノ、
だっ i
nj干のそ
間ノマ

場

'1'峠危

上新

あらさ

天王台東児笈公開

浅野谷 3 サ公長持

柴崎 f; 品分公予算i

久 .S';;家あけぼめ公 j将

来念、ショ y ピングセンタ…災

:1m )'f 王手 髭

詩j 1ヰミ!匂 j没淡々ンタ

三洋浴軽量主1: 浴入 11

メし石三まよも段、 i手数

会長 il!l

綴子:i投機

よ友急ショッどングセンタ…後

× 

結ミ

ど
さ
ま
ざ
ま
。
悩
み
は
、

ち
が
学
校
の
部
活
や
紘
一
地
い

に
制
約
さ
れ
、
由
良
会
え
が
綴
を

会
わ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
。

「
音
楽
を
通
し
て
心
の
ゆ
と
り

を
持
た
せ
た
い
。
子
ど
も
た
ち
に

は
感
性
笠
か
な
人
間
に
成
長
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
代
表
の
藤
沼
久

i
グ

窃
@
窃
@
@
品
切
錨
《
曜
劇
鞭

窃

少年少女合唱団

コーラス@

-
事
実
体
顕
微
鏡
〈
古
知
包
(
鎚
)
2

7
7
7〉

V
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
坑
按

呪
閉
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ

i

ナ
i
掲
載
は
、
泣
詣
で
市
民
生
法

灘
間
州
民
生
活
係
で
、

い
ま
す
o

v問
い
合
わ
せ

動岬罰

の
本
相
川
川

〈
加
勝
時
叫

5
-
m
 
6

・
m

自|稽留

7ド

会

水

1
2
4
0
0〉

お
お
織
っ
て
く
だ
添
い
H
H



第822号

J

R
我
孫
子
駅
と
天
王
台
駅
の

ち
ょ
う
ど
中
間
、
常
磐
線
と
成
出

総
の
聞
に
位
抗
す
る
の
が
米
町
町

会
(
右
図
参
照
)
。
会
以
数
は
1

2

7
世
帯
(
江
班
)
。
会

H
の
多
く
は

東
京
方
面
に
通
う
サ
ラ
リ
マ
ン

で
、
パ
ス
や
自
転
車
を
利
用
し
て

我
孫
子
駅
へ
出
る
人
が
多
い
。
会

員
の
増
減
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
も

特
徴
の
一
つ
。

活
動
は
、
年
6
回
の
定
例
役
員

会
の
ほ
か
、
必
要
が
あ
れ
ば
随
時

役
貝
会
を
開
催
。
総
会
は

3
月
に

行
い
、

4
月
か
ら
新
役
員
体
制
で

始
め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

今
年
で
会
長
を
4
期
務
め
る
宮

一、z(()e 4号

d齢
"O"7~野監

盈

2 . (5) 1992. 

「第 1回鳥学講座J、湾岸地域の調査から

沢
周
一
さ
ん
に
町
会
の
よ
う
す
を

司
っ
と
。

，s
q
i

司
J
'

「
町
会
の
メ
イ
ン
行
事
は
、
毎
年

秋
に
行
っ
て
い
る
日
帰
り
パ
ス
旅

行
が
あ
り
ま
す
。
親
睦
を
深
め
る

た
め
に
始
め
た
ん
で
す
が
、
好
許

で
毎
回
目
人
か
ら
刊
人
く
ら
い
が

参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
瓦
に
は
、
子

ど
も
連
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
八

坂
判
社
の
祭
礼
に
も
参
加
し
て
い

内
一
川
の
博
物
館
で
は
山
階
鳥
類

研
究
所
と
共
慌
で
「
烏
学
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、

毎
回
鳥
類
学
の
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
る
研
究
者
を
招
き
、
烏
の

話
題
を
わ
か
り
や
す
く
講
演
し

て
い
た
だ
き
、
多
く
の
人
に
烏
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

第
1
回
目
の
今
幽
は
、
湾
岸
地

域
で
の
調
布
を
終
え
て
帰
国
し

A
町
会
の
街
並
み

一
付
て

旅
に

ス
ド

4

レ

帰
ワ

悶
H

一

の
、
ン

一計一
一
A

た
山
階
鳥
類
研
究
所
の
百
瀬
邦

和
研
究
員
に
よ
る
「
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
半
島
の
鳥
類
と
そ
の
保

護
」
、
現
地
の
鳥
類
の
生
態
や
自

然
保
識
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

講
演
を
行
い
ま
す
。

V
日
時

2
月
幻
臼
(
日
)
午
後

1
時
却
分
か
ら

V
場
所
烏
の
博
物
館

V
受
付
当
日
午
後
1
時
か
ら

会
場
で
。
先
着
目
人

V
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館

宮
(
部
)
2
2
1
2
、
山
階
内
局

類
研
究
所
宮
(
位
)
1
1
0
1

ま
す
。問

題
点
と
い
、
え
は
、
時
代
と
と

も
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
な
ら
な

い
問
題
が
町
会
内
に
も
あ
る
ん
で

す
。
ゴ
ミ
や
高
齢
化
が
そ
う
で
す
。

ゴ
ミ
問
題
で
は
、
資
源
回
収
や

出
し
方
な
ど
を
含
め
、
班
別
に
集

ま
っ
て
み
ん
な
と
頗
を
合
わ
せ
て

話
を
す
る
よ
う
な
機
会
を
作
り
た

い
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
よ
り
一
府
の

協
力
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
町
会
内
で
も
会
員
の
向

齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
そ
う

い
う
人
た
ち
を
対
象
と
し
た
行
事

な
ど
も
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
忠
い
ま

す。」
V
会
長

宮
沢
周

栄
ロ
の
口

1
月
日
目
、
湖
北
ム
日
中
央
審

で
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が
行
わ

れ
、
消
防
署
員
、
消
防
団
員
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
貝
な
ど
約
4
5
0
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

式
は
消
防
旗
入
場
で
始
ま
り
、

一

め

ぴ

こ

'cm，

v''B」
あ
れ
は
何
々
家
の
塚
、
某
家
の
氏
「
諸
君
の
郷
里
に
も
し
七
塚
又
は
如
き
は
些
一
々
た
る
問
題
か
も
知
一

'

，

F弘
尉

ム

蜜

川

神

な

ど

と

呼

ぶ

こ

と

が

多

い

よ

う

七

人

塚

と

称

す

る

塚

が

あ

る

な

ら

れ

な

い

、

併

し

乍

ら

、

見

に

角

一

一

:

で

、

去

、

剣

が

出

た

話

や

糸

り

が

ぱ

、

何

と

ぞ

其

所

在

位

武

位

守

に

注

我

が

祖

先

の

平

民

が

、

長

い

問

、

…

一
各
地
の
字
、
小
学
名
に
は
、
湖
北
の
塚
に
つ
い
て
は
、
「
湖
北
あ
っ
た
話
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
あ
恕
し
て
戴
き
た
い
。
此
名
を
持
つ
是
非
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
一

…
谷
、
山
、
谷
津
、
ム
号
ど
、
そ
北
村
誌
」
に
「
中
堅
に
七
塚
、
中
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
塚
の
多
く
は
塚
に
は
往
々
に
し
て
奇
妙
な
言
伝
と
考
へ
て
、
其
日
と
、
其
生
涯
一

一
の
地
形
か
ら
と
っ
た
も
の
が
多
峠
に
十
三
塚
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
樹
木
が
杭
え
ら
れ
、
花
が
添
え
ら
へ
を
伴
、
っ
て
居
る
。
其
を
比
一
一
し
く
の
何
十
分
の
一
か
を
川
い
て
、
一

一
く
あ
り
ま
す
。
塚
も
そ
の
ひ

μ
て
あ
り
ま
す
。
俗
に
十
三
塚
と
い
れ
、
洞
を
伴
っ
て
い
た
り
板
叫
が
説
い
て
見
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
我
々
に
残
し
た
所
の
瓜
跡
が
、
一

一
つ
で
、
我
孫
子
市
内
に
は
、
塚
う
と
、
そ
の
由
来
と
し
て
、
昔
不
見
つ
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
塚
る
。
(
中
略
)
熱
田
の
七
塚
。
熱
田
斯
く
の
如
き
不
注
立
の
下
に
、
一

4

こ

し

っ

か

の

こ

し

h

一
服
(
久
寺
家
)
、
塚
ノ
越
(
中
峠
)
、
感
の
死
を
と
げ
た
武
士
た
ち
を
耕
を
伝
、
ぇ
守
っ
て
き
た
家
々
の
粕
神
宮
旧
記
に
日
く
、
平
将
門
の
謡
温
永
久
に
消
え
去
る
お
は
、
そ
れ
一

一

蛇

副

都

(

下

ヶ

一

戸

・

柴

崎

)

、

北

飯

叶

だ

け

で

も

不

本

立

で

あ

る

0

・
:
」
一

五

(

我

孫

子

)

等

の

小

学

が

あ

晶

理

区

Z
監

理

事

F

説
記
都
内
J

争
議
L

高

J

Z
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。
一

一

り

ま

す

。

監

駅

開

一

百

S
F

事
国
専
属
騨
，
ん

w
d、
騨
骨
院

/
l
u
v
h酌
魁

最

紙

、

審

問

亀

皆

さ

ん

の

近

く

に

も

ひ

ょ

っ

一

一

こ

の

よ

う

な

所

で

は

そ

の

名

と

し

た

ら

塚

が

あ

る

か

も

知

れ

一

一

の

と

お

り

に

、

実

際

に

こ

ん

も

ま

せ

ん

。

探

し

て

み

て

は

ど

う

一

…

り

と

土

を

蹴

っ

た

塚

が

築

か

れ

っ

た

墳

墓

と

い

わ

れ

た

り

し

ま

す

が

窺

え

る

よ

う

で

す

。

を

祭

る

。

七

変

の

彬

を

土

中

に

封

で

し

ょ

ぅ

。

一

一
て
い
た
よ
う
で
す
。
我
孫
子
地
が
、
「
村
誌
」
で
は
、
こ
の
地
域
の
こ
の
よ
う
に
塚
は
円
墳
の
よ
う
じ
七
塚
と
号
す
。
大
福
田
の
後
に

4
:
6
4・4.‘
6
・
0
・
A
:
4
:
A
:

一

一
ぼ
な
ど
の
市
街
地
で
は
、
宅
地
も
の
は
、
中
堅
、
中
峠
そ
れ
ぞ
れ
に
基
の
性
格
を
も
っ
た
も
の
、
祭
在
り
洞
司
今
に
之
を
祭
る
と
あ
「
あ
び
こ
を
探
る
」
の
コ
一

一
造
成
で
削
ら
れ
て
し
ま
っ
て
確
の
開
拓
政
家
の
跡
、
も
し
く
は
家
組
の
場
、
記
念
碑
的
な
も
の
、
村
る

0

・
:
」
こ
れ
を
豆
芳
の
将
門
伝
ナ
ー
も
お
蔭
様
で
二
川
凶
を
迎
…

一
認
で
き
る
も
の
は
少
な
い
よ
う
の
障
壁
と
し
て
造
っ
た
も
の
で
あ
境
に
築
か
れ
た
り
、
一
思
塚
の
よ
承
に
結
び
つ
け
る
の
は
極
論
で
し
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
内
容
一

一
で
す
が
、
ま
だ
湖
北
の
中
峠
地
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
付
随
し
て
う
な
目
印
の
役
臼
も
し
ま
し
た
。
ょ
う
が
、
柳
田
は
民
俗
学
上
、
塚
に
検
討
を
加
、
え
る
た
め
、
一
時
一

…
区
な
ど
で
は
畑
地
等
に
ポ
ッ
カ
い
る
伝
承
由
来
な
ど
は
必
ず
し
も
柳
田
剛
男
は
「
七
塚
考
」
の
な
の
研
究
の
重
要
な
こ
と
を
説
き
、
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
…

一
リ
と
島
の
様
な
塚
を
見
つ
け
る
真
実
を
伝
、
え
る
も
の
と
は
限
ら
な
か
で
「
七
ツ
塚
」
に
つ
い
て
、
興
「
:
:
:
政
治
や
戦
争
に
携
わ
る
者
よ
ろ
し
く
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
一

一
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
よ
う
で
す
が
、
地
元
の
話
で
は
、
味
深
い
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
塚
の
存
亡
の
(
市
史
編
さ
ん
室
)
一
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市
長
式
辞
、
消
防
長
あ
い
さ
つ
、

団

長

襲

撃

点

検

鰍

鰯

進
な
ど
を
行
い
、
長
年
、
消
防
活

動
に
功
労
の
あ
っ
た

7
団
体
と

白
人
を
表
彰
。
分
列
行
進
に
は
、

昨
年
日
月
に
発
足
し
た
「
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
も

元
気
に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
団
員
に
よ
る

3
色
の
放
水
訓
練
や
和
田
幼

稚
凶
「
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
」
の

演
技
に
は
、
来
策
や
見
学
者

か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

1
月
日
日
成
人
の
日
、
市
民

会
館
で
新
成
人
の
門
出
を
祝
う

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
市
内
の
新
成
人

2
4
8
0
人
の
臼
・

5
%に
当

た
る

1
5
5
0
人
が
集
い
、
会

スライドを見て歓声を上げる参加者

場
は
超
満
氏
。
米
由
民
に
、
小
-

中
学
校
時
代
の
恩
師
を
招
待

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
先
生

を
阻
み
、
さ
っ
そ
く
同
窓
会

の
相
談
を
す
る
グ
ル
ー
プ
が

あ
ち
こ
ち
に
。

式
典
で
は
、
小
・
中
学
校
時

代
の
写
真
や
当
時
の
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
が
ス
ラ
イ
ド
で
上
映

さ
れ
、
参
加
者
か
ら
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
成
人
代
表
の
阿
部

悟
さ
ん
(
中
峠
)
が
「
忠
ま
れ
た

環
境
を
大
切
に
し
、
我
孫
子
が

よ
り
業
晴
ら
し
い
町
と
な
る
よ

う
少
し
で
も
お
手
伝
い
し
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

堂
々
の
行
進
を
す
る
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

E
且

0
0
0
U
Qり

1
月
四
日
(
日
)
、
第
4
回
新

春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
湖
北
台
中

を
中
心
と
す
る
コ
ー
ス
で

1
0

9
8
人
が
健
脚
を
競
い
A
口
い
ま

し
た
。
な
お
、
各
部
門
の
上
位
入

賞
者
に
は
賞
状
・
記
念
品
が
一
蹴
さ

れ
ま
し
た
。
優
勝
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
(
敬
称
略
)

本
小
学
5
年
男
子
粟
野
省
吾
(
布

小
)
本
女
子
菅
野
奈
央
(
新
小
)
ヰ

小
学
6
年
男
子
育
柳
俊
碁
(
四
小
)

*
女
子
水
野
亜
希
子
(
四
小
)
本
中

学
l
年
男
子
梅
原
康
平
(
布
中
)
*

中
学
男
子
小
嶋
大
輔
(
湖
中
)
本
女

子
三
原
千
恵
(
白
小
)
本
一
般
(
日

々
ロ
)
男
子
作
説
俊
雄

(
H屯
)
本
女

子
渋
谷
じ
ん
子
(
心
配
事
)
本
一
般

(
5
J
)
男
子
田
中
憲
史
(
東
大
)

本
女
子
大
野
未
稀
(
我
山
)
本
壮
年

(
5
J
)

男
子
川
崎
弘
(
柏
C
S

C
)
本
女
子
益
子
洋
子
事
フ
ァ
ミ

リ
ー
青
木
博
・
大
輔
(
新
木
)
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川田夢月ちゃん
〈古戸胸 1歳 6か見)

平成4年?悶?日現在 *士宮帯獣39，761古帯

人 22，021人 莞61， 2明人女 812人
@市役所本庁 85-1111 .市民殴警察鐙本競84-1110 滋北台

@つくし野支局庁 84-8801 分重複87-3055 干行使分鑓89-1311
@湖北台支所 88-0828 務動翻議館 87叩 0909
@湖北支所 88-2111 .都市改遊撃務所 85-1171
。平信徒支所 89-2358 .身体障審議慾役センター 88-0141
@毅資委策会 85-竹51 .あらさき劉 88-4188
@沿く道局 84-0111 .つつじ絞 88-0123
@消 防 署警部…0119 番号さを活環境諜〈浄化簿)87ゃ 2379
@少年izンタ-84-190C ゴミ)87-0015(し尿)88-2547
@保護センター 87-γれ @符佼間近燐センター 89-3740
@市民会館 84-33竹 @天王台北近務センター 82-99拐
e中央公民銭 82-0515 .猿戸遊綴センター 83-5363
@燃の博物鐸 85-2212 .市民センター寿83-7722 湖北

|スキー襲警合級別テスト!
炉臼怒 2再28日〈念、午後 8等30

分市役所正商玄関集合〉から 3時

2日〈月〉さまて了。※絞議場がないの

で箪はご遠慮ください。

砂場所 きさ将殿隠瀬岩波スヰー場

砂定潔 40名〈先綴)1努〉

惨事参加費 3753000円

炉隠し込み・問い合わ往往復ハ

ガキ!こ住所、氏名、年齢、慰問、さ議

話番号、資スヨ子一希望議滋身長、足

のサイズ、 r2 のスキ誠滋会希

望J宅宏明記し、8山 2の 5の23aEB

方我孫子スキークラブ事務局霊安

〈82)0927ヘ

l親子スキー教室!
惨臼跨 3用26日〈木、写後?芸春30

分市民徳育館繁合〉から29日〈日〉

ぎで

砂場所 以子診察蕊主潟祭スキー場

快定員 70名〈先着Jil隠〉

努参加費小移住 44=1与1.よ 6年ぎ

で 2万80001=号、中学笠以よ3万円

炉闘し込み・問い合わせ注筏ハ

ガキ{ご住所、氏名、年続くさ手家〉、 J性

器、電話怒号号、資スキー務望者i法皇警

察、足のサイズ、「綾子スキー教室

符議Jを日尽き乏し、山 2の 6のおき

凹方後該子スキークラブ寧務湾台

〈82)0927へ

子賀潤辺の生活異畏!
惨期間 2悶15白〈土〉から238C巴〉

炉義務所 ミ界貿沼親7l<JL場 3瀦

沙内容 手翼沼j轡i2Jの生活のじゃで

昭和40年代演ぎで使われてい定滋

具の震示〈震呉、漁奥、生活異〉行警察

の実演ーー 2用16日(6)午読11時か

や〈しん粉もちでの鳥作り〉

炉問い合わせ 号界貿沼続三!てむさ務

ままのの0555

51割高りと嘆の発表会;
惨日時 2用情臼〈巴〉午郡稲絡30

分から〈入場無料〉

診者議所 市民会館71¥…jレ

炉問い合わゼ 商工会まま(82)3131

j天体観 望 会 !
券El符 3日科尽くごと〉午後 58警か

ら 7時〈議委1JD支禁制〉

炉室義務 手賞沼親水広縫

炉支宮室長 IJ¥宅学校 4王手さをから中学 3

写生までの綬テ

炉建星電 ヲモ議2C緩く40名まで〉

惨~容望遠鏡閉廷って月、木星

及び冬(J)翠座観察〈夫{撲によって

はプラネタリウム己変獲〉

惨申し込み・鱈い合わせ 零話さと

だは直接手資沼親水IL綴 怨(84)

0555ヘ
国花と太陽

謹 o 作昆

IIo-B跨 2号科目〈金〉からマ68

〈弓〉午誌10日寺ガ5午 後 79等、 18臼

〈火〉午前10開から午後 211守

炉内容 結泌をま〈桔市、我孫子市、

沼衛匂〉簿害児学級合理f軍部緩

韓併務所 相市中央公民鍔3階

炉問い合わせ杷築部小学枝円五

十嵐fまはおおお

国
i消費生活講座生!
...B符 2湾計日〈食〉午前信号寺

田砂壌汚号 天台ゴ乙近隣センター

決定員 30名〈先務療、受講無料〉

惨テーマ 進路指導室から5迭だ子

供の金章受怒覚

b霧器準 ctj傑保夫氏〈こ治学舎大

学F得票差沼南高絞進路指務担当教諭〉

少申し込みー黙し1合わせ 電話で

市民生活諜へ

空ボランティア額融l
惨巴時・装勢湾寺 第う悶… 2再何日

(祝〉午都s符30分から午後4誇 薄

汚民センター第 3会議慈、第 2ロ

・・ 2舟T5日〈二口午後 2時30分から

6 B考:A:E台北近綴センター校窓、

言語 3悶… 2月16ac日〉午奇Ij9持30

分〈天王をき駅北口集合〉から午後 6

絡く受講無料〉

砂内容 陣容!匁とできるレクリエ

ーション、応毅学警雪等

炉在学し込み・問い合わせ 2侍 8

ElCごと)jPH杢でiこな会福松協議会

ままく84)1539へ

!繋立中央博鴨訴解説員
降職種及び毅務内容 緩兄夫解説震

〈非常設議察〉

争勤務地 千葉線立とや~簿物館

炉応募資格 七態報37年 4符 2

巴以降!こ生老衰れだ女子 2、短媛

大学卒業務窓口年制以Jこの各種

学校、専修学校卒業を会む〉

事除要事祭期限 2Fき208C子供、 総 送

{法、 2 月178~女でø消印のもお〉

IIo-E与し込み・問い合わせ県立中

央簿務室協議雪及諜=r280ネ渓汚寄楽

部955-2怨 0472(65)3111ヘ

iさちゃ7演説忘れあい譲童生i
'話線 第 T悶… 2月298くこり午

後?持から 4跨第2否… 3月 7

8C土〉午後守詩から 4時

炉内容 第守器…さわやか線三去に

ついて~新レい鐙かさの後慾~、

野織と環境、第 2ロ…察院議参加の

緑づくり、手渡沼の自然を気〕去ら

~パードウォッチングの実器~

ー砂場所 手鰻沼親7.K法務研修室

沙泡象 2闘とも出湾でさきる方

検定員 50'8 (喜多数の場合は織選〉

併療情 無料〈双糠鏡i手持参〉

IIo-E験し込み-問い合わせ往復ハ

ガキけ枚で 4人さとで)1こ応1勢考会

員の住所、氏名、年齢、職業、電話

議号を鵠きとし、 2月つ4Eヨさまでに〒

271松戸市山線本 7実感委第三却す内

潔務官布地域県民t:ンター怨0473

訪日3008へ

古も長鰭館研修会参記者
IIo-B跨 2開恰Eヨくx)午蔚10時か

ら午後 2鍔

砂場所 天査をき北近隣センター

炉内容売の給稼とおもちゃの手

づくり講習会

b参加資 500湾〈昼食代〉

検申し込み・問い合わせ 2月 む

臨までに社会得祉協議会合(84)

1539へ

i我議子霊山娯楽部会員 j

b資 格 年 齢55歳程き設さまでで、支豊

中歩持の可能な方

砂申し込み往復ハガキ!こ住所、

氏名、年齢、被55Uそ明記のうえ、 2

月句出〈士、必轡〉さ置でに並木?の

竹の14鈴木菊雄まで

炉問い合わせ大好25:'(82)4511

:-(i~..Ge遺書ーっ

i中 けいこ l 11 患啓江コン~-~II
炉日締 3再 8日〈臼〉午後ヰ;

持関媛、 4時30分開演

砂場所市民会舘

診賛助出演シンガズ65び

'92 

惨入湯料 SI'!者4000F号、ム賂

3000舟(以上海定λ8湾全000

円〈由自〉

検入場券発売所 平賀議会J2J、

ミリオン楽器我摂子居、ブッ

クススズキ、戒対怒j否、石) 1議事

光堂、あびこでアーピスセンタ

一、レつ…ドあっぷとら、ポピ

ー¥n5民会鰭内売Eちひろがり、

瀦塗室町ij;jヒ台・布佐分譲、中央

公民館、結そごう、相高監事態、

取手とうきゅう

110-鰐い合わせ な会毅害警察

ままく85)1151

;臨時保 E職員l

b対象 50歳くらいまでで、 Tか

月以ニ鶴17る方

110-.議種鰭符保田〈潟資格者〉

'勤務場所市内公立保湾圏

砂華B務時間〈爽会〉 午前 8日等部分

から午後 51:1き(5600円〉

診器努レ込み・問い合わせ 見譲渡保

誇き架線開系

根戸少年剣友会員)
券活動巴 飽週木曜日午後72等か

ら g潟、日曜日午後 1Bさから 4時

惨務所 根戸小学校体育費官

険対象 業号小学マ年生から

'癒し込み・問い合わてさ 3月20

窃く金〉玖でに電話でしょj口怨(84)

79鳴か大)Bまま(84)6080ヘ

自
!巡回教育相談 l

110-巴持 2跨138C木〉午後 1Bぎか

ら 4跨30分〈市民会館2際会議室〉

沙穏談内容設椋拒否、いじめ、怠

学、親子鍵係、滋路問題、 x友関係

など〈総窃厳守〉

炉対象 小学生から大学さをまたは

その家族、小-中・選考撃の毅餓員

韓併相談員 等門のカウンセラー他

快取し込み・問い合わせ 2月13

諜霊堂(85)什51へ

2
月
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指定申諮授受け市けまです。

惨事務審受付 2尽 38く問〉から

砂受付期間 2符 78C金〉から24

日〈問〉殺で

110-指定線問 2年問

砂受付場所・問い合わせ水道工

撃事j呂志水滋鰭経営管理線、下水道

工事活iま下水滋諜ヘ

。社会福祉事業裏金!こと(社〉我孫

子ゴルフ娯楽部様から日万号、 g

立精機〈稼〉労働組合機から10万

丹、く株〉小林レンタカー緩から 5

7ラ旬85円、我孫子レiぎら子供会僚

からパザー収慰霊設1)吉岡、我務ミデ

マ4=1
5258丹、不葉県明投我孫子市羽る

い社会づくり推進綴議会織から歳

来たすけあし

37三

円、今村鐙之邸機〈並木〉から火w
予防護憲動でのマジ、ジクショーの収

主主金引即時、我孫子社主Eダンス問

好会嬢刀、らチャリティーダンスパ

ーティーの収鑓金7万49部内の寄

詰ガありました。

。お誕生臼65'つガとうの会様から

簡易マザーズホームfひまわり怒J

iことヰ;ち河の寄憎がありさ安レ疋0

0お木勝記様〈白山〉から室長イス?

台の寄贈がありましだ。

。3さ通安金協会織から郷社むだめ
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